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	指導用 授業プリント



気体の法則
指導用 授業プリント　｜　圧力・体積・温度の関係（指導用）

この授業の進め方
気体の法則は計算が中心で、入試頻出かつ得点源になる単元です。ボイル・シャルルの法則 → 絶対温度 → 状態方程式PV=nRT → 計算 → 混合気体（分圧）へと進めます。最重要は「状態方程式の使いこなし」と「温度を絶対温度に直す」ことです。つまずきやすいのは「℃のまま計算」「単位の不一致」「分圧とモル分率」です。
	時間
	授業の進め方

	0〜10分
	導入。ボイル・シャルルの法則（§1・図1）

	10〜18分
	絶対温度（§2）

	18〜28分
	気体の状態方程式PV=nRT（§3）

	28〜40分
	例題（§4）を板書。物質量の計算

	40〜50分
	混合気体と分圧（§5）


§1・§2　ボイル・シャルルの法則・絶対温度
	板書・説明のポイント
　• ボイルの法則PV=一定（温度一定・反比例）、シャルルの法則V/T=一定（圧力一定・比例）。
　• ボイル・シャルルの法則PV/T=一定。
　• 絶対温度T(K)=t(℃)+273。絶対零度0K=−273℃。


	つまずき注意
　• 気体計算では必ず絶対温度（K）に直す。℃のまま計算するミスが最多。
　• シャルルの法則・状態方程式の温度はすべて絶対温度。


§3・§4　状態方程式・計算
	板書・説明のポイント
　• PV=nRT。R=8.31×10³ Pa·L/(mol·K)。単位をそろえる（Pa, L, mol, K）。
　• n=w/Mを代入→PV=(w/M)RTで分子量Mが求まる（頻出）。
　• 例題：T=300K、n=PV/RT=(1.0×10⁵×8.31)/(8.31×10³×300)≒0.33 mol。


	つまずき注意
　• 温度をKに直す、単位をそろえる（特に圧力Pa・体積L）。
　• Rの値と単位を一致させる。8.31×10³を使うならPa・L。


§5　混合気体と分圧
	板書・説明のポイント
　• ドルトンの法則：全圧＝分圧の和。
　• 分圧＝全圧×モル分率（成分のmol÷全mol）。
　• 分圧の比＝物質量の比。各成分が独立に状態方程式を満たす。


	つまずき注意
　• 分圧はモル分率で配分。分圧の比＝mol比であることを使う。
　• 例：N₂ 0.30 mol、O₂ 0.20 mol、全圧1.0×10⁵Pa→N₂分圧6.0×10⁴Pa、O₂分圧4.0×10⁴Pa。
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